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働く者の立場で政策制
度、組織課題の前進を図
り、将来に亘り安全で社会
に信頼されるJRを築こう！

JR連合

JR連合

グループ労組全体で底上げしていくために春闘方針に則っとり取
り組むことを訴える火野宮代表幹事

JR北海道の問題について所感をのべるとともに、働く者として
も将来の公共交通のあり方について提起していきたいと挨拶す
る田原委員長

　

昨
年
夏
か
ら
４
回
に
亘
っ
て

開
催
し
て
き
た
賃
金
対
策
委
員

会
で
は
、
今
春
闘
に
お
い
て
も

「
中
期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ
ン

（
２
０
１
４
〜
２
０
１
８
）
」

に
掲
げ
た
賃
金
を
は
じ
め
と
す

る
労
働
条
件
の
目
指
す
べ
き
水

準
、到
達
目
標
を
念
頭
に
お
き
、

「
総
合
生
活
改
善
」
の
取
り
組

み
を
全
面
に
押
し
出
し
た
、
総

掛
か
り
の
取
り
組
み
を
行
う
よ

う
各
単
組
か
ら
集
ま
っ
た
委
員

で
議
論
を
重
ね
て
き
た
。
と
り

わ
け
、
Ｊ
Ｒ
各
社
で
賃
金
を
は

じ
め
と
す
る
諸
労
働
条
件
に
つ

い
て
の
各
単
組
間
の
情
報
共
有

な
ど
に
努
め
て
き
た
。

　

現
在
、
政
府
は
さ
ら
な
る
デ

フ
レ
脱
却
の
た
め
金
融
政
策
を

実
施
し
て
い
る
も
の
の
、
社
会

保
険
料
負
担
の
増
加
等
に
起
因

す
る
可
処
分
所
得
の
目
減
り
が

継
続
す
る
状
況
も
あ
り
個
人
消

費
の
停
滞
か
ら
は
脱
却
に
至
っ

て
い
な
い
。
こ
う
し
た
状
況
を

勘
案
す
る
と
、
月
例
賃
金
の
向

上
を
念
頭
に
置
い
た
要
求
の
組

み
立
て
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
連
合
が
示
す
基

本
構
想
や
方
針
の
内
容
を
踏
ま

え
つ
つ
、
「
賃
金
は
最
大
の
労

働
条
件
」
と
の
認
識
に
立
ち
、

非
正
規
労
働
者
の
待
遇
改
善
を

含
む
す
べ
て
の
Ｊ
Ｒ
関
係
労
働

者
の
諸
労
働
条
件
向
上
に
向
け

て
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
に
こ
だ
わ

り
賃
金
項
目
全
般
の
引
き
上
げ

を
図
る
と
と
も
に
、
労
働
時
間

や
休
暇
・
休
日
な
ど
の
諸
制
度
、

福
利
厚
生
と
い
っ
た
全
て
の
労

働
条
件
の
改
善
を
図
る
総
合
生

活
改
善
の
取
り
組
み
を
徹
底
し

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
合
っ
て

き
た
。

　

ま
た
、
同
委
員
会
で
は
、
Ｊ

Ｒ
グ
ル
ー
プ
の
将
来
に
亘
る
安

全
・
安
定
輸
送
の
確
立
と
良
質

な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
た
め
に

は
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
全
体
に
お

け
る
雇
用
の
安
定
や
賃
金
を
は

じ
め
と
す
る
労
働
条
件
の
向
上

や
人
材
確
保
・
育
成
が
極
め
て

重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
も
共

有
し
て
き
た
。
そ
の
た
め
に
は

グ
ル
ー
プ
会
社
に
お
け
る
技
術

レ
ベ
ル
の
確
保
・
向
上
に
よ
る

安
全
の
確
立
と
安
定
し
た
事
業

運
営
に
よ
る
収
益
の
確
保
が
必

要
で
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
内

の
取
引
に
お
い
て
、
受
委
託
契

約
に
お
け
る
契
約
単
価
の
見
直

し
・
向
上
等
を
は
じ
め
、
付
加

価
値
の
適
正
な
分
配
に
資
す
る

公
正
取
引
の
実
現
が
必
要
不
可

欠
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
「
人
へ

の
投
資
」
を
重
視
し
、
そ
の
効

果
が
広
く
波
及
・
浸
透
す
る
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
く
。

　

Ｊ
Ｒ
連
合
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会
は
、
２
０
１
７
春
季
生
活
闘
争
方
針
案
の
策
定
に
あ
た
っ
て
、

１
月
12
日
、
第
３
回
幹
事
会
を
開
催
し
て
方
針
案
と
総
決
起
集
会
の
開
催
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

ま
た
、
同
日
、
Ｊ
Ｒ
連
合
は
第
４
回
賃
金
対
策
委
員
会
を
開
催
し
て
Ｊ
Ｒ
連
合
の
諮
問
に
対
す
る

委
員
会
と
し
て
の
答
申
案
を
議
論
し
、
16
日
の
第
８
回
執
行
委
員
会
に
答
申
を
行
っ
た
。

　

こ
の
答
申
の
内
容
で
２
０
１
７
春
季
生
活
闘
争
方
針
案
を
策
定
し
、
２
月
２
日
北
九
州
市
内
で

第
29
回
中
央
委
員
会
を
開
催
す
る
。

　

２
０
１
７
春
季
生
活
闘
争
方
針
（
案
）
を
策
定

「
人
へ
の
投
資
」
を
重
視
し
、

           

波
及
・
浸
透
す
る
取
り
組
み

　
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会

も
昨
年
か
ら
３
回
に
亘
っ
て
幹

事
会
を
開
催
し
、
グ
ル
ー
プ
労

組
を
対
象
に
し
た
賃
金
実
態
調

査
と
労
働
条
件
調
査
を
実
施
す

る
な
ど
情
報
を
共
有
し
合
い
、

２
０
１
７
春
季
生
活
闘
争
の
方

針
案
を
協
議
し
て
き
た
。
グ
ル
ー

プ
会
社
で
働
く
労
働
者
の
諸
労

働
条
件
が
Ｊ
Ｒ
各
単
組
と
比
べ

低
位
と
な
っ
て
い
る
。
幹
事
会

と
し
て
協
力
会
社
な
ど
を
含
む

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
全
体
で
の
「
底

上
げ
・
底
支
え
」
「
格
差
是
正
」

に
向
け
て
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労

組
連
絡
会
が
総
掛
か
り
で
要
求

実
現
を
目
指
す
こ
と
を
決
定
し

た
。
な
お
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労

組
連
絡
会
主
催
の
春
闘
総
決
起

集
会
を
２
月
20
日
に
大
阪
で
開

催
す
る
こ
と
も
決
定
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
両
会
合
で
協

議
さ
れ
た
２
０
１
７
春
季
生
活

闘
争
方
針
案
を
１
月
16
日
の
Ｊ

Ｒ
連
合
第
８
回
執
行
委
員
会
で

確
認
し
、
２
月
２
日
北
九
州
市

内
で
開
催
す
る
第
29
回
中
央
委

員
会
で
提
起
す
る
。

「
Ｊ
Ｒ
連
合
２
０
１
７
春
季
生
活
闘
争
方
針
案
」
は
機
関
紙

第
５
３
７
号
（
1
月
20
日
付
）
を
参
照

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
全
体
で
の
「
底
上
げ
・
底
支
え
」

      

「
格
差
是
正
」
に
向
け
て
、

              

総
掛
か
り
で
要
求
実
現
を
目
指
す

　
Ｊ
Ｒ
北
労
組
は
、
１
月
15
日
、

新
年
交
礼
会
を
開
催
し
た
。
田

原
委
員
長
（
Ｊ
Ｒ
連
合
副
会
長
）

は
主
催
者
代
表
と
し
て
挨
拶
に

立
ち
、
昨
年
Ｊ
Ｒ
北
海
道
が
公

表
し
た
「
持
続
可
能
な
交
通
体

系
の
あ
り
方
」
と
「
単
独
で
維

持
で
き
な
い
路
線
」
に
つ
い
て

の
考
え
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

労
働
組
合
と
し
て
社
会
的
使
命

を
担
い
つ
つ
責
任
あ
る
役
割
を

果
た
し
て
い
く
と
力
強
く
語
っ

た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道

の
問
題
に
対
し
て
、
路
線
廃
止

あ
り
き
や
単
な
る
経
営
安
定
基

金
の
積
み
増
し
の
議
論
で
は
な

く
、
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交

通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
北
海
道

や
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
よ
る
関
係
自

治
体
と
の
協
議
が
真
に
誠
実
に

行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え

る
。
「
鉄
道
特
性
活
性
化
Ｐ
Ｔ
」

に
お
け
る
議
論
・
検
討
を
も
と

に
政
策
提
言
を
ま
と
め
、
今
後

の
動
向
を
見
極
め
な
が
ら
Ｊ
Ｒ

連
合
国
会
議
員
懇
談
会
や
議
員

フ
ォ
ー
ラ
ム
所
属
議
員
と
連
携

し
て
北
海
道
や
国
土
交
通
省
な

ど
に
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く
。

　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
は
、
今
後
も

加
速
す
る
人
口
減
少
と
札
幌
へ

の
一
極
集
中
と
マ
イ
カ
ー
の
増

加
と
と
も
に
進
ん
だ
高
速
道
路

網
な
ど
の
環
境
変
化
、
内
部
的

に
は
老
朽
化
し
た
構
造
物
の
維

持
更
新
、
減
少
す
る
経
営
安
定

基
金
の
運
用
益
の
課
題
な
ど
経

営
を
困
難
に
す
る
課
題
が
山
積

し
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
こ

う
し
た
想
定
さ
れ
た
環
境
変
化

や
課
題
な
ど
に
適
切
に
対
応
し

き
れ
ず
に
今
日
の
よ
う
な
状
態

を
招
い
た
経
営
の
責
任
は
大
き

い
。
Ｊ
Ｒ
北
労
組
は
、
今
年
度

末
で
適
用
期
限
を
迎
え
る
税
制

特
例
措
置
に
つ
い
て
要
請
行
動

な
ど
を
積
み
上
げ
延
長
を
実
現

し
た
。
し
か
し
、
金
利
動
向
に

経
営
が
左
右
さ
れ
る
仕
組
み
の

見
直
し
を
図
る
こ
と
ま
で
は
で

き
な
か
っ
た
。

　

鉄
道
を
は
じ
め
と
す
る
公
共

交
通
は
、
重
要
な
社
会
資
本
と

し
て
、
地
域
の
暮
ら
し
を
支
え

生
活
に
欠
か
せ
な
い
。
広
大
な

北
海
道
に
お
い
て
、
時
代
の
変

化
を
受
け
止
め
な
が
ら
も
そ
れ

ぞ
れ
の
特
性
を
活
か
し
て
役
割

や
期
待
に
応
え
て
い
く
努
力
を

怠
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　

今
後
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
と
自
治

体
な
ど
と
の
具
体
的
な
協
議
が

進
む
こ
と
と
な
る
。
一
企
業
の

責
任
で
現
状
の
鉄
路
を
維
持
す

る
こ
と
の
難
し
さ
を
認
識
し
つ

つ
、
北
海
道
に
お
け
る
公
共
交

通
の
あ
り
方
と
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
、

利
用
者
や
地
域
の
声
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
様
々
な
分
野
と
有

機
的
に
結
び
つ
い
た
議
論
を
求

め
て
い
く
。
結
論
あ
り
き
で
は

な
く
地
域
に
真
剣
に
向
き
合
う

姿
勢
を
閉
ざ
す
こ
と
な
く
、
丁

寧
な
協
議
を
積
み
重
ね
る
よ
う

訴
え
て
い
く
。

《
田
原
委
員
長
挨
拶
要
旨
》

第４回賃金対策委員会・ＪＲグループ労組連絡会第３回幹事会

すべてのJR関係労働者のため真摯に協議
第４回賃金対策委員会・ＪＲグループ労組連絡会第３回幹事会

すべてのJR関係労働者のため真摯に協議

 

Ｊ
Ｒ
北
労
組 

新
年
交
礼
会

結
論
あ
り
き
で
は
な
く

  

地
域
に
真
剣
に
向
き
合
う
姿
勢
を

人吉の玄関口として城下町の雰囲気のあるJR人吉
駅前広場

人吉市の松岡市長や担当者らとの意見交換会で冒頭宮
崎市議にも挨拶をいただいた

少
な
い
中
で
他
自
治
体
の
事
例
等
も
研

究
し
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
計
画
策
定

の
調
整
を
進
め
て
い
る
こ
と
も
伺
え
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
引
き
続
き
「
チ
ー
ム

公
共
交
通
」
形
成
を
具
現
化
す
る
べ
く
、

日
本
の
交
通
行
政
の
実
情
を
把
握
し
、

必
要
な
方
策
の
検
討
と
リ
ア
ル
な
提
言

を
行
っ
て
い
く
た
め
の
活
動
の
一
環
と

し
て
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
積
極
的

に
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

■　

熊
本
県
人
吉
市

　

１
月
17
日
、
Ｊ
Ｒ
連
合
は
九
州
労
組

と
と
も
に
Ｊ
Ｒ
連
合
地
方
議
員
団
連
絡

会
の
宮
崎
保
・
人
吉
市
議
会
議
員
の
仲

介
で
人
吉
市
を
訪
問
し
、
意
見
交
換
を

実
施
し
た
。

　

人
吉
市
は
熊
本
県
の
最
南
端
に
位
置

し
、
人
吉
藩
の
城
下
町
と
し
て
栄
え
、

中
心
部
は
旧
城
下
町
の
町
並
み
が
残
る

「
小
京
都
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
国
指

定
史
跡
の
人
吉
城
跡
の
ほ
か
、
市
内
中

心
部
に
は
熊
本
県
唯
一
の
国
宝
で
あ
る

青
井
阿
蘇
神
社
が
あ
る
観
光
資
源
豊
か

な
町
で
あ
る
。
一
昨
年
「
Ｍ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
Ｃ

向
け
て
「
人
吉
・
球
磨
地
域
公
共
交
通

活
性
化
協
議
会
」
が
立
ち
上
が
り
、
策

定
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

公
共
交
通
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
し
て

「
人
吉
市
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
」

の
策
定
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
エ
リ
ア
・
自
治
体
と
住
民
の
間
で

は
利
害
関
係
や
様
々
な
主
張
が
存
在
す

る
こ
と
か
ら
苦
労
が
多
い
よ
う
だ
。
ま

た
、
交
通
政
策
に
精
通
し
た
担
当
者
が

Ａ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
８
６
８

（
人
吉
鉄
道
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
」

も
開
業
し
て
い
る
。
人
口
は

約
３
万
４
千
人
、
高
齢
化
率

は
33
％
強
と
高
齢
化
・
人
口

減
少
が
国
・
県
の
平
均
を
上

回
っ
て
い
る
。
人
吉
市
の
交

通
概
況
と
し
て
は
、
九
州
自

動
車
道
が
縦
貫
し
、
Ｊ
Ｒ
九

州
「
肥
薩
線
」
、
「
く
ま
川

鉄
道
」
、
産
交
バ
ス
、
各
市

町
村
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

（
通
称
「
豆
バ
ス
」
）
な
ど

が
あ
る
。

　

人
吉
市
と
の
意
見
交
換
で

は
、
松
岡
市
長
よ
り
同
市
を

取
り
巻
く
情
勢
や
交
通
政
策

な
ど
の
紹
介
を
受
け
た
。
同

市
は
、
公
共
交
通
を
街
づ
く

り
の
中
心
的
な
位
置
付
け
と

し
た
計
画
策
定
を
進
め
て
い

る
。
２
０
１
６
年
３
月
、
同

市
が
中
心
と
な
り
10
市
町
村

で
「
人
吉
・
球
磨
地
域
公
共

交
通
網
形
成
計
画
」
を
策
定

し
、
現
在
は
「
地
域
公
共
交

通
再
編
実
施
計
画
」
策
定
に

地
方
議
員
団
と
考
え
る「
チ
ー
ム
公
共
交
通
」

 

地
域
公
共
交
通
の
課
題
と
展
望
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当
社
は
、
静
岡
県
の
エ
リ
ア
を
中

心
に
、
Ｊ
Ｒ
東
海
の
駅
、
業
務
施
設
、

新
幹
線
・
在
来
線
車
両
の
清
掃
業
務
、

市
内
の
ビ
ル
や
駅
前
広
場
の
清
掃
業

務
、
在
来
線
車
両
の
検
修
業
務
等
を

行
っ
て
い
る
会
社
で
す
。

　

具
体
的
な
業
務
と
し
て
は
、
静
岡
、

浜
松
、
豊
橋
駅
な
ど
の
清
掃
、
車
両

清
掃
、
車
両
保
守
・
修
繕
業
務
、
レ
ー

ル
分
岐
器
等
の
清
掃
業
務
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
関
係
の
現
業

事
業
所
や
支
社
な
ど
の
業
務
施
設
の

清
掃
・
整
備
業
務
も
請
け
負
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
一
般
ビ
ル
や
官
公
庁

舎
の
総
合
管
理
・
そ
の
他
ビ
ル
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
業
務
も
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
駅
前
広
場
等
の
清
掃
、
環

境
衛
生
業
務
、
消
火
器
類
の
販
売
・

点
検
整
備
業
務
、
月
極
駐
車
場
管
理

業
務
、
駅
ポ
ス
タ
ー
・
車
内
広
告
掲

し
、
若
い
組
合
員
を
中
心
に
組
織
強

化
を
図
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。
組
合
員
の
労
働
条
件
改
善
と
待

遇
改
善
に
向
け
て
組
合
員
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

Ｊ
Ｒ
連
合
・
Ｊ
Ｒ
東
海
連
合
に
集
う

単
組
の
皆
様
か
ら
の
、
ま
す
ま
す
の

ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

東海整備労働組合（JR東海連合）グループ
労組紹介

行
う
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
も
社
会
に

貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

　

東
海
整
備
労
働
組
合
は
、
桶
澤
鉃

也
執
行
委
員
長
を
中
心
に
静
岡
地
区

３
８
８
人
の
組
合
員
で
構
成
し
、
日
々

組
合
員
と
そ
の
家
族
の
幸
せ
の
実
現

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
労

働
組
合
結
成
10
年
の
節
目
を
迎
え
、

更
な
る
組
合
員
の
組
織
拡
大
を
目
指

　

昨
年
12
月
に
結
成
25
周
年
を

迎
え
た
Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
、
１
月

６
日
、
大
阪
市
内
に
て
「
安
全

を
誓
い
前
進
を
期
す
る
集
い
」

を
開
催
し
た
。
荻
山
市
朗
中
央

執
行
委
員
長
（
Ｊ
Ｒ
連
合
副
会

長
）
は
安
全
、
組
織
強
化
、
春

闘
の
３
点
に
つ
い
て
年
頭
の
決

意
を
述
べ
た
。

　

「
安
全
に
つ
い
て
は
、
昨

今
発
生
す
る
事
象
か
ら
ル
ー
ル

を
知
っ
て
い
な
が
ら
も
守
る
こ

と
が
出
来
て
い
な
い
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
今
年
は

労
使
で
つ
く
り
あ
げ
た
『
安
全

考
動
計
画
２
０
１
７
』
の
最
終

年
度
と
な
る
。な
ぜ
ル
ー
ル
を
守

る
こ
と
が
出
来
な
い
の
か
、策
定

し
た『
Ｊ
Ｒ
西
労
組
安
全
提
言
』

を
活
用
し
な
が
ら
グ
ル
ー
プ一体

と
な
っ
て
議
論
を
深
め
、職
場
か

ら
の
安
全
確
立
に
取
り
組
ん
で
い

く
。ま
た
、安
全
に
つ
な
が
る
労

働
力
不
足
の
問
題
、長
時
間
労

働
是
正
な
ど
働
き
方
に
つい
て
も

取
り
組
ん
で
い
く
。次
に
、組
織

強
化
と
し
て
、７
月
の
定
期
大

会
に
は『
次
代
へ
の
運
動
方
針
』

を
示
し
て
い
き
た
い
。現
在
の

雇
用
関
係
や
社
会
的
地
位
は

先
人
た
ち
の
尽
力
と
社
会
の

理
解
が
あ
っ
て
の
も
の
。
結
成

25
周
年
を
機
に
、
若
手
と
ベ
テ

ラ
ン
が
歴
史
を
振
り
返
り
、今

後
の
将
来
を
し
っ
か
り
と
考
え

て
い
く
運
動
を
展
開
し
て
い
く
。

　

最
後
に
、
２
０
１
７
春
季
生

活
闘
争
に
つ
い
て
、
我
々
の
事

業
は
永
続
的
な
運
営
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
安
全
最
優
先
の
も

と
、
労
働
意
欲
を
も
っ
て
働
く

環
境
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

ベ
ア
の
継
続
実
施
を
求
め
グ
ル
ー

プ
全
体
の
底
上
げ
る
図
る
春
闘

に
取
り
組
ん
で
い
く
。
」
と
力

強
く
挨
拶
し
た
。

若い組合員の勉強会を開催し、組織強化
を図っている東海整備労働組合

出
業
務
、
広
告
発
送
業
務

な
ど
多
岐
に
亘
る
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

東
海
整
備
株
式
会
社
で

は
、
「
わ
た
し
た
ち
は

“
安
全
”
を
全
て
に
優
先

し
ま
す
」
「
わ
た
し
た
ち

は
“き
れ
い
”
を
創
り
ま

す
」
を
行
動
指
針
と
し
、

お
客
様
か
ら
の
信
頼
を
得

ら
れ
る
質
の
高
い
業
務
を

 

Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン  

新
春
賀
詞
交
歓
会

　

在
来
線
、
新
幹
線
、
リ
ニ
ア
の
三
世
代
の

　
　
　
　
　
　

鉄
道
を
運
営
す
る
新
た
な
体
制
へ

 

Ｊ
Ｒ
九
州
労
組  

新
春
旗
開
き

　

熊
本
地
震
被
害
か
ら
の
復
旧
と

     

株
式
上
場
と
も
労
使
の
努
力
が
あ
っ
て
こ
そ

 

Ｊ
Ｒ
西
労
組  
安
全
を
誓
い
前
進
を
期
す
る
集
い

　

将
来
に
む
け
た
Ｊ
Ｒ
西
労
組
運
動

                     
「
次
代
へ
の
運
動
方
針
」

 

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組   「
新
春
セ
ミ
ナ
ー
」「
新
春
交
歓
会
」

　

新
年
の
決
意
を
新
た
に

　
　
　
　
　
　
　
　

   

更
な
る
前
進
を
誓
い
合
う

　
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
は
１
月
10
日
、

福
岡
市
内
に
て
、
新
春
旗
開
き

を
開
催
し
、
２
５
０
人
の
来
賓
・

役
職
員
が
出
席
し
て
新
年
の
門

出
を
慶
び
合
っ
た
。

　

冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
許
斐

元
文
中
央
執
行
委
員
長
（
Ｊ
Ｒ

連
合
副
会
長
）
は
「
１
月
の
大

雪
や
４
月
の
熊
本
地
震
な
ど
災

害
に
見
舞
わ
れ
た
も
の
の
、
組

合
員
・
家
族
の
懸
命
な
努
力
と

協
力
に
よ
っ
て
、
早
期
に
復
旧

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

株
式
上
場
は
労
使
の
努
力
に
よ
っ

て
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。
今

後
も
誠
実
な
労
使
関
係
を
継
続

さ
せ
、
Ｊ
Ｒ
九
州
グ
ル
ー
プ
で

働
い
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
よ

う
、
春
闘
を
グ
ル
ー
プ
の
仲
間

と
共
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
抱
負
を
述
べ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
九
州
は
、
昨
年
10
月
に

株
式
上
場
を
果
た
し
、
不
動
産

事
業
や
グ
ル
ー
プ
会
社
の
経
営

が
順
調
に
進
む
一
方
、
沿
線
人

口
の
減
少
が
著
し
い
地
方
線
区

の
活
性
化
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
今
年
も
地
域
や

利
用
者
と
一
緒
に
な
っ
て
考
え
、

歩
む
一
年
に
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

１
月
９
日
、
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ

オ
ン
は
、
京
都
市
内
に
て
新
春

賀
詞
交
歓
会
を
開
催
し
、
榛
葉

賀
津
也
参
議
院
議
員
（
静
岡
県
・

議
員
懇
談
会
副
会
長
）
、
伴
野

豊
衆
議
院
議
員
（
愛
知
８
区
・

議
員
懇
談
会
副
会
長
）
、
古
川

元
久
衆
議
院
議
員
（
愛
知
２
区
・

議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
ら
多
く
の

来
賓
が
出
席
し
た
。

　

鎌
田
茂
中
央
執
行
委
員
長

（
Ｊ
Ｒ
連
合
副
会
長
）
は
、
安

全
の
追
求
、
力
強
い
組
織
の
追

求
、
働
き
が
い
・
生
き
が
い
の

追
求
の
３
点
に
つ
い
て
挨
拶
を

行
い
、
Ｊ
Ｒ
東
海
連
合
、
Ｊ
Ｒ

東
海
ユ
ニ
オ
ン
が
真
に
共
存
共

栄
の
精
神
を
高
め
あ
い
Ｊ
Ｒ
東

海
及
び
関
連
グ
ル
ー
プ
各
会
社

の
発
展
と
組
合
員
の
雇
用
と
生

活
改
善
を
め
ざ
し
全
力
を
あ
げ

て
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
合
っ

た
。

　

１
月
９
日
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組

は
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
瀬
戸
大

橋
に
お
い
て
、
約
１
２
０
人
の

参
加
の
も
と
「
新
春
セ
ミ
ナ
ー
」

及
び
「
新
春
交
歓
会
」
を
開
催

し
た
。

　

「
セ
ミ
ナ
ー
」
で
は
、
講
師

に
Ｊ
Ｒ
連
合
上
村
良
成
総
合
組

織
・
政
策
局
長
を
招
聘
し
、

「
安
全
確
立
に
向
け
て
〜
Ｊ
Ｒ

福
知
山
線
列
車
事
故
の
反
省
と

教
訓
〜
」
と
題
し
た
講
演
が
な

さ
れ
、
安
全
最
優
先
の
取
り
組

み
の
決
意
を
あ
ら
た
め
て
固
め

合
っ
た
。

　

ま
た
、
「
交
歓
会
」
で
は
、

進
藤
連
合
香
川
会
長
、
井
上
四
国

交
運
労
協
議
長
、
半
井
Ｊ
Ｒ
四

国
社
長
、
小
川
淳
也
衆
議
院
議

員
（
香
川
１
区
・
Ｊ
Ｒ
連
合
国

会
議
員
懇
事
務
局
長
）
、
玉
木

雄
一
郎
衆
議
院
議
員
（
香
川
２

区
・
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
、
松

岡
裕
次
Ｊ
Ｒ
連
合
会
長
を
は
じ

め
多
く
の
来
賓
の
参
加
の
も
と
、

各
支
部
・
分
会
代
表
者
が
集
い
、

新
年
の
さ
ら
な
る
前
進
を
確
か

め
合
い
、
交
流
を
深
め
合
っ
た
。

四国新幹線についても触れながら新年の決意を
述べる中濱委員長

悲願であった株式上場を果たせたのは労使
の努力の結果であると語った許斐委員長

三世代の鉄道を運営する新たな体制づくりにつ
いて語った鎌田委員長

事
件
の
詳
細
を
分
か
り
や
す
く
マ
ン
ガ
で
紹
介

定期大会に「次代への運動方針」を提起す
ると語る荻山委員長

各
単
組
で
未
来
に
向
け
た
新
春
事
始
め

　

記
述
の
中
の
組
合
脱
退
及
び

退
職
強
要
事
件
と
は
「
浦
和
電

車
区
事
件
」
を
指
す
。
浦
和
電

車
区
事
件
を
巡
る
裁
判
に
お
い

て
、
刑
事
事
件
と
し
て
加
害
者

７
名
全
員
を
有
罪
と
す
る
司
法

判
決
が
確
定
し
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
て
Ｊ
Ｒ
総
連
・
Ｊ
Ｒ
東

労
組
は
、
事
件
発
生
以
降
、
一

貫
し
て
「
不
当
弾
圧
」
「
え
ん

罪
」
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

し
か
し
、
裁
判
所
も
認
定
し
た

よ
う
に
、
事
実
関
係
は
明
ら
か

で
あ
り
、
決
し
て
「
え
ん
罪
」

な
ど
で
は
な
い
。
今
回
公
表
さ

れ
た
内
容
で
、
警
察
庁
も
こ
の

よ
う
な
Ｊ
Ｒ
総
連
・
Ｊ
Ｒ
東
労

組
の
異
常
な
実
態
を
注
視
し
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

組
は
、
裁
判
の

終
結
後
も
、
同

事
件
を
「
え
ん

罪
事
件
」
、

「
組
織
破
壊
攻

撃
」
と
主
張
し
、

「
弾
圧
」
の
狙

い
と
目
的
」
を

働
運
動
に
残
し
た
功
績
は
大
変

大
き
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
業

績
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
」
と

し
て
、
27
年
２
月
か
ら
「
松
崎

明
著
作
集
」
（
全
８
巻
）
の
刊

行
を
開
始
し
て
お
り
、
28
年
中

は
、
第
５
巻
か
ら
第
７
巻
ま
で

刊
行
し
た
。
（
現
在
８
巻
ま
で

刊
行
済
み
）
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
東
労

組
の
組
合
員
ら
に
よ
る
組
合
脱

退
及
び
退
職
強
要
事
件
に
つ
い

て
、
Ｊ
Ｒ
総
連
及
び
Ｊ
Ｒ
東
労

警
察
庁
「
治
安
の
回
顧
と
展
望

（
平
成
28
年
版
）
」
抜
粋

（
２
０
１
６
年
12
月
22
日
付
）

革
マ
ル
派
が
相
当
浸
透
し
て
い

る
と
み
ら
れ
る
全
日
本
鉄
道
労

働
組
合
総
連
合
会
（
以
下
「
Ｊ

Ｒ
総
連
」
と
い
う
。
）
及
び
東

日
本
旅
客
鉄
道
労
働
組
合
（
以

下
「
Ｊ
Ｒ
東
労
組
」
と
い
う
。
）

は
、
革
マ
ル
派
創
設
時
の
副
議

長
で
あ
る
松
嵜
明
元
Ｊ
Ｒ
東
労

組
会
長
（
故
人
）
が
「
日
本
労

　

昨
年
12
月
22
日
に
警
察
庁
が

公
表
し
た
「
治
安
の
回
顧
と
展

望
（
平
成
28
年
版
）
」
に
お
い

て
、
極
左
暴
力
集
団
で
あ
る
革

マ
ル
派
が
労
働
運
動
や
大
衆
運

動
を
通
じ
て
組
織
の
維
持
・
拡

大
を
図
っ
た
と
の
指
摘
の
ほ
か
、

Ｊ
Ｒ
総
連
及
び
Ｊ
Ｒ
東
労
組
に

つ
い
て
記
述
さ
れ
る
な
ど
、
警

察
当
局
も
引
き
続
き
そ
の
動
向

に
注
視
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。

警
察
庁
「
治
安
の
回
顧
と
展
望
（
平
成
28
年
版
）
」

 

革
マ
ル
派
が
相
当
浸
透
し
て
い
る

　
　

      

Ｊ
Ｒ
総
連
・
Ｊ
Ｒ
東
労
組
に
つ
い
て
言
及

民
主
化
闘
争 

10　

特  集

組
織
内
外
に
明
ら
か
に
す
る
と

の
方
針
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
う

し
た
中
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
は
10
月

31
日
、
都
内
で
開
催
し
た
集
会

に
お
い
て
、
改
め
て
同
事
件
が

「
え
ん
罪
事
件
」
で
あ
り
、
「
弾

圧
」
に
屈
し
な
い
強
固
な
組
織

を
作
り
上
げ
る
こ
と
を
呼
び
掛

け
た
。


